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■

提
言
に
市
が
回
答
し
ま
す

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
市
政

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を「
わ
た
し
の
提
言
」と
し
て
募

集
し
て
い
ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
提
言
は
、

市
長
が
全
て
拝
見
し
、提
言
者
が『
市
の

考
え
を
知
り
た
い
』と
希
望
さ
れ
た
場

合
は
、
市
と
し
て
の
考
え
を
文
書
や
電

話
な
ど
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
匿
名
を
除
く
延
べ

25
人
か
ら
、
計
79
件
の
提
言
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た（
う
ち
、回
答
希
望
は
40
件
）。

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
一
部
を
抜

粋
し
、
提
言
の
内
容
と
市
の
回
答（
対

応
）を
紹
介
し
ま
す
。

◆
提
言
＝
日
帰
り
温
泉
館「
焼
走
り
の

湯
」に
つ
い
て
、女
湯
の
脱
衣
所
だ
け
で

な
く
、
男
湯
に
も
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を

設
置
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。ま
た
、

市
内
の
温
泉
施
設
で
、
同
様
に
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
応
＝「
焼
走
り
の
湯
」を
管
理
運
営

し
て
い
る
八
幡
平
市
産
業
振
興
株
式
会

社
と
協
議
し
、同
館
と「
綿
帽
子
温
泉
館

あ
ず
み
の
湯
」の
男
湯
脱
衣
所
に
ベ

表１ 「わたしの提言」箱の設置場所
市役所本庁舎 浅沢コミュニティセンター
西根総合支所 舘市コミュニティセンター
安代総合支所 国保西根病院
田山支所 安代診療所
西根地区市民センター 田山診療所
大更コミュニティセンター 松尾鉱山資料館
田頭コミュニティセンター 松尾八幡平ビジターセンター
平舘コミュニティセンター 岩手山焼走り国際交流村
寺田コミュニティセンター 道の駅にしね
松尾コミュニティセンター 自然休養村 なかやま荘
畑コミュニティセンター 林業センター
荒屋コミュニティセンター 綿帽子温泉館 あずみの湯

ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。

◆
提
言
＝
な
ぜ
、
市
役
所
新
庁
舎
出
入

り
口
の
ド
ア
は
、
透
明
で
は
な
い
の
で

す
か
。
反
対
側
か
ら
来
た
人
と
衝
突
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
危
険
で
す
。

▼
回
答
＝
ド
ア
を
透
明
に
し
な
か
っ
た

理
由
は
、
透
明
の
ガ
ラ
ス
ド
ア
に
衝
突

し
、
割
れ
た
破
片
で
怪
我
を
負
っ
た
と

い
う
事
例
が
他
の
施
設
で
多
数
発
生
し

て
い
る
た
め
で
す
。
今
後
、
衝
突
事
故

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
ド
ア
を
変
え
る

以
外
の
方
法
で
注
意
喚
起
を
し
て
い
き

ま
す
。

■

市
長
と
直
接
語
り
合
お
う

市
は
、
引
き
続
き
、
市
政
や
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
提
言
や
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

提
言
な
ど
は
、
市
役
所
な
ど
に
設
置

し
て
い
る「
わ
た
し
の
提
言
」箱
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。
提
言
箱
の
設
置
場
所

は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
な
ど
を
勘

案
し
、表
１
の
24
カ
所
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、提
言
は
、フ
ァ
ク
ス（
７
４
・

２
１
０
２
）や
郵
便（
〒
０
２
８
‐
７
３

９
７ 

市
長
公
室
宛
て
＝
住
所
不
要
）で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
は
、
平
成
28
年
度
採
用
予
定

の
市
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

■
試
験
日
と
会
場

▼
第
１
次
試

験
＝
９
月
20
日
㈰
、
岩
手
大
学
教

育
学
部
棟

■
申
し
込
み
方
法

受
験
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

６
月
18
日
㈭
か
ら

８
月
11
日
㈫
ま
で

※
郵
送
の
場

合
も
８
月
11
日
必
着
で
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
受
験
案
内
な
ど
「
受
験
案
内
」

や「
受
験
申
込
書
用
紙
」は
、
市
役

所
総
務
課
、西
根・安
代
両
総
合
支

所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
）。

「
受
験
案
内
」や「
受
験
申
込
書

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

認知症支援について
考える研修会を開催

市は、認知症になっても安心して暮らせるまち
づくりを目指して、認知症の基本を理解し、介護
方法など認知症支援について考える研修会を開催
します。
入場は無料、事前申し込みは不要です。どなた

でも参加できますので、お誘い合わせの上、お気
軽にご参加ください。
■日時 ７月11日㈯午後１時から４時まで
■場所 八幡平ロイヤルホテル
■内容 『映像でみる認知症～「本人」からはじめ
よう～』 ※認知症の説明やビデオを視聴して、介
護方法などを紹介します。
■対象者 市民の皆さん、岩手西北医師会管内医

ふるさとの魅力伝える
ＣＭを作りませんか？

市は「ふるさとＣＭ大賞 ｉｎ ＩＷＡＴＥ 2015」（岩
手朝日テレビ主催）への出展作品を募集します。
■内容 市の特徴を表現した15秒のＣＭ。テーマ
は問わず、未発表のものとします。
■規格 ＨＤ（16：９）を基本とします。ＳＤ（４：
３）にも対応は可能です。作品は、DVDもしくは
ブルーレイディスクで提出ください。
■参加申込期限 ６月18日㈭
■作品提出期限 10月16日㈮
■番組収録日（予定） 11月29日㈰

ま
た
、
市
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
直

接
語
り
合
う「
市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
」や「
テ
ー
マ
ト
ー
ク
」も
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
内
で
活
動
す
る
５
人
以
上

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
長
公
室
秘
書

広
報
係（
☎・
内
線
１
２
１
０
）ま
で
。

■収録場所 アイーナ（いわて県民情報センター）
■賞品 応募者、市の代表作品の製作者には、市
から市共通商品券を差し上げます。また、代表作
品のＣＭは、入賞の有無に関わらず、放送されま
す。 ※ＣＭ制作に当たり、特別協賛企業のキヤ
ノンマーケティングジャパン㈱より、撮影用機材
【一眼デジタルカメラ（EOS 70D）】の貸し出しを
受けられる場
合があります。
詳しくは、

市役所市長公
室秘書広報係

（☎・内線1210）
まで。

用
紙
」の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、封
筒
に「
職
員
採
用
試
験
案
内

請
求
」と
朱
書
き
し
、92
円
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
上
、
市
役
所
総
務
課

（
〒
０
２
８
‐
７
３
９
７
、八
幡
平

市
野
駄
21
‐
１
７
０
）宛
て
に
、お

早
め
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課

（
☎・
内
線
１
２
３
１
）ま
で
。

療関係者および介護サービス事業者など
■講師 ▶ＮＰＯ法人認知症の人とみんなのサ
ポートセンター代表 沖田 裕子 氏
▶ＮＨＫエンタープライズ 横川 清司 氏
▶こんの神経内科・脳神経外科クリニック理事長
紺野 敏昭 氏

■主催 市地域包括支援センター・岩手西北医師会
詳しくは、市地域包括支援センター（☎・内線

1092）まで。

■職種、採用予定人数および受験資格
職 種 採用予定

人数 受 験 資 格

初級事務 若干名 高校卒業以上（平成28年３月末ま
でに卒業見込みを含む）で、平成元
年４月２日（大学院卒業または卒
業見込みの人は、昭和60年４月２
日）以降に生まれた人

初級土木 １人

初級事務（身体
障がい者対象） 若干名

高校卒業以上（平成28年３月末ま
でに卒業見込みを含む）で、昭和56
年４月２日以降に生まれた人で、
次の全ての要件を満たす人
•自力による通勤ができ、介護者
なしに一般事務の職務遂行が可能
•身体障害者手帳の交付を受けて
いる
•活字印刷文による教養試験や、
口頭面接試験に対応できる

看護師 若干名
看護師免許（平成28年３月末まで
に取得見込みを含む）を有し、昭和
60年４月２日以降に生まれた人

保健師 １人
保健師免許（平成28年３月末まで
に取得見込みを含む）を有し、昭和
60年４月２日以降に生まれた人

市のために一緒に働きましょう（平成27年度採用職員）

こ
れ
ま
で
も
認
知
症
に
関
す
る

講
演
会
な
ど
を
開
催（
市
認
知
症

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、26
年
11
月
10
日
）

市代表作品の製作者は審査会の
テレビ収録に出演いただけます
（昨年の審査会、26年11月30日）
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